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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】省エネルギーであり、寿命が長く、色の多様性
があるハイパワーＬＥＤ照明ランプを提供する。
【解決手段】ランプかさ、ＬＥＤランプ源とその駆動回
路、熱沈、ランプ口金とホールダ基座からなり、ＬＥＤ
ランプ源は熱沈の上に固定され、その両極は駆動回路板
の相応な制御端子と連通、ホールダ基座の上部は熱沈ユ
ニットを支持し下部はランプ口金と連接するハイパワー
ＬＥＤ照明ランプであり、前記ＬＥＤランプ源は一組の
マルチチップで集成したハイパワーＬＥＤからなること
を特徴とする。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
ランプかさ、ＬＥＤランプ源とその駆動回路、熱沈、ランプ口金とホールダ基座からなり
、ＬＥＤランプ源は熱沈の上に固定され、その両極は駆動回路板の相応な制御端子と連通
、ホールダ基座の上部は熱沈ユニットを支持し下部はランプ口金と連接するハイパワーＬ
ＥＤ照明ランプであり、前記ＬＥＤランプ源は一組のマルチチップで集成したハイパワー
ＬＥＤからなることを特徴とするハイパワーＬＥＤ照明ランプ。
【請求項２】
前記熱沈の横断面が花弁形で、金属の材質であることを特徴とする請求項１に記載のハイ
パワーＬＥＤ照明ランプ。
【請求項３】
前記ＬＥＤランプ源と熱沈が同時にランプかさの内に被せ或いはＬＥＤランプだけをラン
プかさの内に被せることを特徴とする請求項１に記載のハイパワーＬＥＤ照明ランプ。
【請求項４】
前記マルチチップで集成したハイパワーＬＥＤは発光角度が３６０／２７５度ちょうちょ
う形の光形のＬＥＤを採用することを特徴とする請求項１に記載のハイパワーＬＥＤ照明
ランプ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本実用新案は飾り、照明として使われる照明ランプに関し、より詳細にはハイパワーＬＥ
Ｄ照明ランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
伝統的なランプが一般的は白熱灯で、下記の欠陥がある。
１）ランプ発熱量は多く、その使用寿命が短い、
２）光電転換効率が比較的に低い、電力消耗が多い、省エネルギー性が悪く、環境保護に
も良くない。
ＬＥＤ光源は一種新興のトランジスター照明光源で、低電圧を使用、小型で安全性が優れ
て制御でき、高い発光効率を持っている。もしハイパワーＬＥＤ光源を伝統な光源の代わ
りに飾りとして使用したら将来性があると思われる。ＬＥＤの使用寿命が長く、３～５万
時間に達す。また低電圧直流駆動で安全性が良く、制御出来る。光電輸出効率も高く、８
０ＬＭ／Ｗ以上に達することが可能、さらにＬＥＤは環境に悪い金属水銀を使わないので
、更に環境にいい。ＬＥＤ光源が色々な優越特性があるため、今は既に照明と飾り光源に
使用また研製し始め、将来はＬＥＤを照明と飾り光源として利用するのは期待できる発展
方向でもある。
ただし今はハイパワーＬＥＤ光源の発光輝度はまだ満足できないし、コスト削減すること
も必要である。
【考案の概要】
【０００３】
この実用新案の目的は環境にいい、省エネルギー、寿命の長いハイパワーＬＥＤ照明ラン
プを提供する。新型の構造設計を採用したうえで発光の輝度、ＬＥＤの放熱能力及び抗震
強度を有効に高めることが出来るだけでなく、発光も更に均一で、輝度も更に高い。
以上の目的を実現するため、本実用新案は下記の設計方案を採用する。
ハイパワーＬＥＤ照明ランプはランプかさ、ＬＥＤランプ源とその駆動回路、熱沈、ラン
プ口金とホールダ基座からなる。ＬＥＤランプ源は熱沈の上に固定され、その両極は駆動
回路板の相応な制御端子と連通、ホールダ基座の上部は熱沈ユニットを支持し下部はラン
プ口金と連接、前記ＬＥＤランプは一組のマルチチップで集成したハイパワーＬＥＤから
なる。
前記ＬＥＤランプ源と熱沈が同時にランプかさの内に被せ或いはＬＥＤランプ源だけをラ



(3) JP 3153356 U 2009.9.3

10

20

30

40

50

ンプかさの内に被せる。
この実用新案ハイパワーＬＥＤランプの放熱設計は主に金属材料の熱沈によって実現する
ことで、ＬＥＤが一定の温度での作動を保証出来る。
回路入力は８０～２４０ＶＡＣで、定流出力でハイパワーＬＥＤを駆動し、安定に発光さ
せ、周波数フラッシュなどがない。
基座はアメリカＵＬで認証されたプラスチック材料を採用し製造でき、燃焼止め、安全で
ある。ほかの燃焼止め材料を採用することも可能。
本実用新案ハイパワーＬＥＤ照明ランプは、環境保護に良い、省エネルギー、寿命の長い
、反応時間の早い飾り用光源を提供した。
本実用新案の優れているところは、
１）本実用新案のハイパワーＬＥＤを光源として採用すると、照射を受けるものに損害を
与えない。
２）ＬＥＤは冷光源であるため、寿命が長いので、本実用新案のハイパワーＬＥＤ照明ラ
ンプの故障率が低い、修繕するコストを削減できる。
３）電力消耗が少なく、電力節約できる。
４）ＬＥＤ光源が色の多様性があるため、本実用新案のハイパワーＬＥＤ照明ランプは使
用の需要によって相応する色を変えることが可能で、伝統的な白熱灯飾り光源より使用で
きる色の選択範囲を広めた。
５）連接部材は通用のランプ口金を選択することができるので、使用するのも更に便利で
、ホテル、レストラントなど多種の場所の飾り用光源として使用するのは適切である。
６）アメリカＵＬで認証されたプラスチック材料を使用し部材を加工するため、安全性が
高い。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】は、本実用新案のハイパワーＬＥＤ照明ランプの全体構成を示す模式図である。
【図２ａ】は、本実用新案の熱沈構成の説明図である（正視図）。
【図２ｂ】は、本実用新案の熱沈構成の説明図である（俯瞰図）。
【図２ｃ】は、本実用新案の熱沈構成の説明図である（仰ぎ見る図）。
【図２ｄ】は、本実用新案の熱沈構成の説明図である（正面縦の立体図）。
【図２ｅ】は、本実用新案の熱沈構成の説明図である（逆立ちの立体図）。
【図２ｆ】は、本実用新案の熱沈構成の説明図である（断面図）。
【図３ａ】は、本実用新案のホールダ基座の説明図である（正視図）。
【図３ｂ】は、本実用新案のホールダ基座の説明図である（側断面図）。
【図３ｃ】は、本実用新案のホールダ基座の説明図である（俯瞰図）。
【図４】は、本実用新案の標準ランプ口金の構成の説明図である。
【図５】は、本実用新案ＬＥＤランプ源の駆動回路の実施例の一つの電気原理図である。
【考案を実施するための形態】
【０００５】
図１に示すように、本実用新案ハイパワーＬＥＤ照明ランプの主な部材は以下の通りであ
る。
ランプかさ１、ＬＥＤランプ源２、熱沈３、ホールダ基座４、ランプ口金５及びＬＥＤラ
ンプ源を駆動する回路板（図の中に表示しない、プラスチックホールダ基座４とランプ口
金５の区間内に設置可能）。
伝統的なＬＥＤランプ源は単にＬＥＤ発光ダイオードをモジュールの中に密封して作られ
たので、輝度が低い、照明の要求にも達せない。本実用新案のＬＥＤランプ源は高い輝度
を実現し、且つ高い発熱問題を抑えるのも実現し、独立設計した新型の光源で、一組のマ
ルチチップで集成したハイパワーＬＥＤで構成している。
本実用新案のハイパワーＬＥＤ照明ランプのランプかさ１は透明或いは半透明材料で作る
ことが出来、比較的に良い透光性を有する。
図２を参照して、熱沈の構造を引用するのも本実用新案の一つのポイントであり、熱沈３
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の上端にＬＥＤランプ源の接続ユニットを設置できる。本実施例では、ＬＥＤランプ源の
接続ユニットが内部にハイパワーＬＥＤランプ源を配置する用のボルト紋口３０１である
。熱沈が金属製の花弁形（花弁体３０２が付いてある）放熱構造体の形式を採用するため
、放熱に一層有利である。
図３を参考して、ホールダ基座４(プラスチック製でも良い)の役割は上をうけて下をおこ
すことである。この実施例では、当該プラスチックホールダ基座４の構造の上部はコップ
状となり、上の内口縁が支持台４０１があるばかりでなく、一組の熱沈モジュールを支持
用の下敷き４０２もあり、下部は標準ランプ口金と接続する用のストッパ４０３がある。
プラスチック基座はアメリカＵＬで認証されたＵＬ燃焼止めの部材を採用する方がよい。
燃焼止め、安全であり、他の燃焼止め材を使っても良い。図４に示すように、前記ランプ
口金５は現在通用の標準のランプ口金を採用でき、また需要によって非標準のランプ口金
の使用も可能、直接プラスチックホールダ基座４上のストッパ４０３にねじたらセットで
使用できる。前記ハイパワーＬＥＤランプ源が熱沈の上にねじると、その両極は駆動回路
板の相応な制御端電気と連通し、ランプかさ１を通じてその結合体をコップ状プラスチッ
ク基座４の内に被せる。
本実用新案ハイパワーＬＥＤ照明ランプのＬＥＤランプ源の発光角度は３６０／２７５度
ちょうちょう形の光形或いは３６５度が好ましい。このＬＥＤの発光角度が大きいため、
発光均一の効果を満たせる。さらに金属材料の熱沈で放熱するため、ＬＥＤが一定な温度
での作動を保証した。本実用新案のＬＥＤランプ源の駆動回路の実施例の一つは図５を参
照する。当該回路の入力は１１０ＶＡＣで、整流ブリッジによって整流しコンデンサー及
び電感フィルターを通じてチップに入り、チップを経由して３２０ＭＡの一定電流が出力
出来る。回路としては輝度の高いＬＥＤ駆動器チップＵ１　ＨＶ９９１０を選んだ。ＨＶ
９９１０は効率の高いＰＷＭ　ＬＥＤ駆動器コントロールＩＣの一つである、一定な電流
でＬＥＤを駆動し効率も非常に高い。一つから数百までのＬＥＤグループを駆動するのが
適切なので、本実用新案のＬＥＤランプ源の駆動に応用するのが最適である。本実用新案
の回路性能は，１）出力が一定。１１０Ｖ　ＡＣの電圧を入力する時、一定な３２０ｍＡ
出力を提供でき、よってハイパワーＬＥＤ照明ランプの発光に安定させ、周波数のフラッ
シュがない。２）信頼性が高い。高温、高湿などの信頼性試験をしてから、回路の性能が
安定である。この駆動回路が小型で、限られている空間での配置する要求に満たせる。勿
論、他規格のＬＥＤ駆動チップを選んでも好ましいが、原則としては同じ効能のものを選
ぶことも可能で、詳細な説明はここで省略する。
本実用新案ハイパワーＬＥＤ照明ランプは一種の環境にいい、省エネルギー、寿命の長い
、反応時間の早い飾り、照明用ライトである。
本実用新案ハイパワーＬＥＤ照明ランプを製作するとき、まずハイパワーＬＥＤランプを
熱沈にねじで、そして、ＬＥＤランプ源の一定な駆動電子板ユニットを半田付け、半田付
けをしてからプラスチック基座に装着しまたねじで熱沈とプラスチック基座を固定し、回
路板をプラスチック基座の内部に装着、それからランプ口金を組み立てまた半田付け、そ
の後ゴムでガラスジャケットを粘着する。
使用するハイパワーＬＥＤの角度、色及び輝度などパラメータの違いによって、効果の異
なるＬＥＤランプ源を作り出せ、異なる環境及びユーザの使用要求に満たせる。ユーザの
特別な要求によって特別な設計もできる。例えば前記ＬＥＤの色範囲、輝度の変化、配置
方法の変化、入力電圧条件の変化などがある。
以上の実施例は実用新案の保護範囲以内に若干の変化もできる。よって以上の説明に含ん
だ内容及び説明図の中に示した構成は例示性と見なす。本実用新案の特許申請範囲を制限
するものではない。
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【図３ｂ】
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【図１】

【図２ａ】
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【図２ｂ】

【図２ｃ】

【図２ｄ】

【図２ｅ】
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【図２ｆ】

【図３ａ】

【図３ｃ】



(9) JP 3153356 U 2009.9.3

【図４】

【図５】
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